
サポートルーム学級だより 

 

   

 
 

 

 

  夏休みが終わって、１か月が経ち、徐々に学習や生活のリズムが整ってきているようです。サポートルーム

では、９月から入級した新しい友達を迎えました。少しずつサポートルームの学習にも慣れてきたようで、楽し

く過ごせています。 

  １０月７日（月）からは後期が始まります。家庭、在籍学級担任、サポートルーム担当で連携を図りながら、

前期の指導の振り返りや面談を通して、指導に生かしていきます。 

 

〜９月の指導から〜   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

はばたき 
 

２０２４年１０月１日（火） 

特別支援教室拠点校 町田市立町田第二小学校 

１０月の指導内容（ソーシャルスキル・トレーニング） 
※グループによって学習内容が異なることがあります。 

 
内容とねらい 

＜勝ち負け＞ 
 ルールを守ったり、勝ち負けを受け入れたりしながら相手との適切な関わり方について学びます。 

＜微細運動＞ 
 手先の細かな動きが必要な作業をしたり、力の加減を調節したりする学習を行います。 

 

低学年 「忍者大作戦」「手探りゲーム」 
教師の動きを見てまねをしたり、動きのポ

イントの指示を聞いたりしながら忍者修行
に取り組みました。初めは、物音をたてずに
静かに動くことができなかったり、指示され
た動きを忘れてしまったりしていました。目
標としたポイントを取ることをめあてに行
い、動きをどんどん改善させて最後まで集中
して取り組むことができました。 
手探りゲームでは、触感だけを頼りに、

様々な物の大きさ・形・触った感じなどの特
徴を挙げ、友達にそれが何かを当ててもらう
ゲームを行いました。「両手からはみ出る大
きさで…」とか、「モフモフしていて…」など、
他者意識をもって伝えました。１度目の説明
で分かってもらえなかったときは表現の仕
方を変えて何度も言い直すなど、気持ちを切
り替えて頑張る姿も見られました。 

高学年「ストラックアウト！」「伝えてみよう！」 
今回は運動の中でも「投げる」をテーマにした活動に取り組

みました。ボールを上手に投げるために、力加減や体の向きを
意識させました。活動の最後には、ストラックアウトをして得
点を競い合いました。初めよりも点数が高くなり、狙ったとこ
ろに投げられるようになったことを実感していました。 
様々な方法で「伝える」ことを楽しみ、自分の得意な伝え方

を知ることをめあてに学習しました。絵や言葉、ジェスチャー
など、様々な方法でお題になった動物や物について次々に伝え
ていくうちに、相手の立場に立って伝える大切さにも気が付く
こともできました。 

今後の主な行事予定 

個人面談の期間 

町田第二小学校 １０月３日（木）～１０月１８日（金） ＊水・木・金の放課後 

１０月４日（金） 前期指導終了 １０月７日（月） 後期指導開始 

 

https://www.illust-pocket.com/illust/11908

